











































































て設定したもので，特に， A挨拶意識， B使用頻度， C挨拶形態に注目し，
16項目 CA1-5，B1-4， Cl-7)にわたる。
被調査者の内容は次のとおりである。
性別 日本人 留学生 中国人 合計
男 44 18 69 131 
女 56 42 31 129 






















































































































































































































































































































































































































CAl， A2，A3，A4，A5) CBl， B2) 
臨意的，会話性一一一一
〈状況に関係ある〉 即席処理的(再提起無し〉
CCl， C3) CB3， B4) 
日本:
挨拶意識より強い 多発性(繰り返し〉




CCl， C2， C3， C4) 
連続性(再提起〉
CB3， B4) 
調査結果を見て，日本人と中国人の挨拶言語行動の相違点がある程度明
かになった。そして，留学生は，特殊な生活環境の中で，両文化の聞に揺
れる挨拶言語行動を取っているということも分かった。しかし，本稿は，
中日両国言語行動対照研究という大きな課題に対する小さな，未熟な試み
である。調査表の設問，選択肢の設定にも不適当なところ〈ある調査設聞
は，抽象的過ぎる。留学生の調査表は，相手が日本人であるか中国人であ
るかを分けて，設問すべきであったなど〉があり，今度の調査がどれ程事
実を反映しているかには，あまり自信がない。さらに，これからもこの分
野の研究を深めていきたいと思う。
中日挨拶言語行動の対照研究 51 
本研究に対する，大阪大学の先生方のご指導に心からお礼申し上げると
共に，アンケート調査にご協力くださった各位に対し，感謝の意を表する。
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